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事業報告書 

１．概況 

昨年、カンボジアのアンドンバイ村にあるバサック孤児院のオーナーになり、同時に

CHANG スクールという「アンドンバイ村スラム全体の生活と自立までをサポートする」

ことを目的とする、各教育機関の連携事務局を設置しました。そこで今年度は、孤児院での

生活を支えるだけでなく、子ども達の将来のためには教育を大切にして、進学や就職を実現

させるための組織づくりを始めました。 

オーナーであるバサック孤児院の子ども達へは、昨年同様に今年度も海への遠足へ連れ

て行くことができ、大いに交流を計り、絆を深めることができました。 

また職業訓練の一貫として、カンボジアのローカルフードであるヌンパンというサンド

ウィッチの店を開業する計画が進みました。 

その他、CHANG スクールに関係する子ども達だけでなく、その他カンボジアの孤児院、

スラム。そしてタイやベトナムの孤児院などにも定期的に訪問、子供の状況確認と同時に物

資の提供をすることができました。 

 

２．成果 

CHANG スクールとしては、村の幼稚園、語学学校、中学校・高校の支援も始めると同時

に、CHANG スクールに加盟して頂くことが実現できました。これで幼稚園では児童教育、

孤児院では生活、語学学校では日本語と英語教育に加えた進学指導、中学校と高校では一般

教養、過去に当団体が設立した職業訓練施設では職業訓練という、一貫して支えることがで

きる連携組織ができました。 

ヌンパン店開業としては、当初はパンのレシピなどを教えてくれる店がありませんでし

たが、多くの店への交渉を続けることでやっと一つの店からの協力を得ることができまし

た。そしてスタッフには CHANG スクールから日本語学校に通う２名と、大学に通う１名



が決定。７月には私達を含めてその店への弟子入りをし、多くの運営内容を教えて頂くこと

ができました。これらの学生には店舗物件探し、内外装、関係業者との打合せメニュー撮影

などの全てに立ち会うことができ、開業という中々経験できないことを学べることとなっ

たかと見ております。開業には日本の企業と団体からの助成金を頂くこともでき、１２月に

は無事にオープンができました。オープンからその後は次年度の報告となります。 

 

３．海外での公益活動実施状況 

どの施設や場所でも、基本な活動として、寄付金、食材、生活用品、勉強用具、運動用具を

提供しています。以下の「基本内容」にはそれらが含まれております。 

日程 訪問国 場所 活動内容 

 

子供

の数 

 

参

加

人

数 

11 月 2日～ カンボジア バサック孤児院 CHANGスクールとして、今

後の提供内容確認 

（家賃、スタッフ給料、生

活費・・） 

37 3 

11 月 2日～ カンボジア チルドレンブリッジ語

学学校 

CHANGスクールとして、今

後の提供内容確認 

（運営費、教員給料、学生

支援金・・） 

90 3 

11 月 2日～ カンボジア アンドンバイ村幼稚園 CHANGスクールとして、今

後の提供内容確認 

（家賃、スタッフ給料、生

給食代・・） 

30 3 

11 月 3日～ カンボジア ＳＣＡＤＰ孤児院 基本内容の提供 33 3 

11 月 3日～ カンボジア バークンスラム 基本内容の提供 30 3 

11 月 5日～ タイ タイの子供財団 基本内容の提供 

ラチャニー校長との会議 

タイ国タマサート大学生と

子ども達との交流研修 

123 8 



1 月 5日～ カンボジア バサック孤児院 基本内容の提供 

ＰＣとプリンターを提供 

子ども達への衛生指導 

37 3 

1 月 5日～ カンボジア チルドレンブリッジ語

学学校 

基本内容の実施 

支援している大学生・専門

学校生と面談 

90 3 

1 月 5日～ カンボジア アンドンバイ村幼稚園 基本内容の実施 30 3 

3 月 13日～ ベトナム マイアム・デッヅェン

治療施設 

基本内容の提供 

日本のＮＰＯから提供され

た文房具の提供 

125 4 

3 月 13日～ ベトナム テレサ・ファシュ治療

施設 

基本内容の提供 

日本のＮＰＯから提供され

た文房具の提供 

58 4 

3 月 17日～ カンボジア バサック孤児院 基本内容の提供 

中高生への生活指導 

塾への通学希望者確認 

37 4 

3 月 17日～ カンボジア チルドレンブリッジ語

学学校 

基本内容の提供 

奨学金制度の会議 

90 4 

3 月 17日～ カンボジア アンドンバイ村幼稚園 基本内容の提供 

CHANGスクール看板設置 

30 4 

3 月 18日～ カンボジア SCADP孤児院 基本内容の提供 33 4 

3 月 18日～ カンボジア バークンスラム 基本内容の提供 30 4 

3 月 19日～ カンボジア チルドレンブリッジ語

学学校 

職業訓練（ミシン）見学 90 4 

5 月 20日～ カンボジア バサック孤児院 海への遠足（ケプビーチ） 37 3 

5 月 21日～ カンボジア ヌンパン屋 ヌンパン屋 開業会議  3 

5 月 22日～ カンボジア バサック孤児院 基本内容の提供 37 3 

5 月 22日～ カンボジア チャシムチュワー中

学・高校 

CHANGスクール連携の確認 

学校内視察 

745 3 

5 月 22日～ カンボジア チルドレンブリッジ語

学学校 

奨学金制度の会議 

CHANGスクール看板設置 

90 3 

5 月 28日～ タイ タイの子供財団 基本内容の提供 

ラチャニー校長との会議 

37 3 

6 月 24日～ カンボジア ヌンパン屋 店舗場所探し 

開業準備 

 5 



6 月 28日～ タイ ローレンゾウホーム治

療施設 

基本内容の提供 30 2 

7 月 28日～ カンボジア バサック孤児院 基本内容の提供 37 3 

7 月 28日～ カンボジア チルドレンブリッジ学

校 

基本内容の提供 90 3 

7 月 29日～ カンボジア ヌンパン屋 内外装・看板など、開業準

備 

 5 

7 月 30日～ カンボジア ヌンパン屋 プノンペン市内のヌンパン

屋での研修 

 5 

9 月 23日～ カンボジア ヌンパン屋 内外装、装飾など、開業準

備 

 4 

9 月 24日～ カンボジア 移転地視察 コンポンスプー州ビィント

ゥン村 

 3 

9 月 25日～ カンボジア ヌンパン屋 開業準備  3 

9 月 25日～ カンボジア チルドレンブリッジ語

学学校 

中古ＰＣの提供 90 3 

 

４．出版・広報 

送付日 名称 主な内容 

12 月 1 日～ 季刊誌ＣＨＡＮＧ冬号 遠足は生まれて初めての海へ！ 

4 月 1 日～ 季刊誌ＣＨＡＮＧ春号 アンドンバイ村幼稚園が CHANG スクールへ 

7 月 8 日～ 季刊誌ＣＨＡＮＧ夏号 遠足は今年も海へ！ 

 

５．協力団体等 

団体名 協力内容 

タイ国 子供財団 

(Foundation for Children) 

知育教育の研究と推進 

公益財団法人 日本バレーボール協会 バレーボールの寄付 

NPO 法人 日本救援衣料センター 衣類の寄付 

ゼビオ㈱ スポーツ用品の提供 

タイ国 タマサート大学 

日本人留学生（有志） 

街頭募金・海外活動への参加 



一般社団法人 医療みらい創生機構 カンボジア関連、異業種交流 

国際社会推進会ワールドギフト 生活用品、教材など物資の提供 

NPO 法人もったいないジャパン 生活用品、教材など物資の提供 

ＮＰＯ法人イーパーツ 中古パソコンの提供 

平林印刷㈱ 文房具の提供 

Ｇｏｏｄｏ㈱ 社会貢献プラットフォーム「goodo」への掲載 

ソフトバンク㈱ 募金サイト「かざして募金」への掲載 

ＮＯＲＴＨ ＣＲＥＡＴＥ 古本募金「ハピぽん」への掲載 

㈱ディ・エフ・エフ 募金サイト「sumabo」への掲載 

㈱ラッシュジャパン 助成金の受給 

公益財団法人 埼玉国際交流協会 助成金の受給 

その他、マンスリー会員企業 月会費 

 

６．評議員・役員に関する事項 

 

７．総括 

幼稚園、孤児院、語学学校、中学、高校、職業訓練施設の連携が実現しましたが、まだス

タートに立った程度。今後はこの連携を最大限にいかし、進学、就職の実績を上げていかな

ければなりません。 

 また職業訓練の一貫として進めているヌンパン屋では、指導をしっかりと行い、社会に出

て通用する人として育てていきます。 

役職名 氏名 

評議員 柊澤 玄樹 

評議員 木村 孝禅 

評議員 佐久間 茂 

代表理事 齋藤 浩司 

理事 田中 真木 

理事 塚田 昭平 

理事 後藤 範泰 

監事 齋藤 尚久 



 CHANGスクール以外のカンボジアの孤児院、スラムには大サポートができたと感じており

ますが、タイとベトナムの施設へ訪問する機会が減ってしまったこと、またラオスの施設に

は今期は訪問できませんでした。今後はいかに広範囲、より多くの子ども達をサポートする

ことができるか、その体制作りが課題と考えております。 

 

８．写真で見る今年度の活動 

今年度報告書より、写真での報告は割愛させて頂きます。 

ホームページ、Facebook、Twitterを毎週更新しておりますので、ご確認下さい。 

以上 


